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新型コロナウイルス感染症防止のため 
の生活にはなれましたか？ 
①毎朝の検温を忘れず行う。 
②手洗い手消毒を小まめに行う。 
③マスクは基本的に着用して，必要に応じて外す。 
 などは学校でも家庭でも，常に…当然のようにやる
ことになりました。 
３学期の始業式では 
「一人一人がいきいきと活躍する，実り多い学期にし
てほしい」と話しました。 
それに加えて 
「自分の行動は自分で決めよ。為すべきことを自分で
決め，それを為せ。」とも話しました。 どうでしたか？ 
８月２４日とちょっと早く始まった２学期，泊なし修

学旅行・バス研修，作陶体験や魚の開き・魚の煮つけ
体験，新人戦，駅伝大会，文化発表会，生徒会選挙…
たくさんの行事とたくさんのみんなの努力がそこに
はありました。 
その中で，一人一人が活躍し，それぞれに活躍し，

そして成長してくれたと思っています。「人権宣言」に
２年生の「思いやり宣言」もありました。「人を傷つけ
る言葉や行い」はありませんでしたか？あった人は，
２度と繰り返さないようにしましょう。人は失敗から
学びます。失敗したらすぐに「ごめん」と謝るいさぎよ
さも必要です。そのことをそのままにしておかず，「同
じ失敗をしないぞ」と努力することが大事です。 
 令和２年を振り返って，さらに積み重ねるところや
改善するところを考え，新しい年に生かせるようにし
ましょう。 
年の終わりに今日は「掃除の話をします」 

「掃除を続けてすれば四つの心が育つ」と言われてい
ます。 
一つは，決められた場所を心を込めてすると，その

場所がきれいになります。それだけではありません。
掃除をしているあなたの心もきれいになります。です
から掃除は心も磨くと言われています。掃除をするこ
とによって，その人の心も磨かれきれいな素直な心
になります。 
二つめは，心を込めて掃除をしていたら，いろんな

ことに気づきます。どんなゴミが落ちているか，どの
場所がよく汚れるのか見つけることができるのです。
そのことから，色んなことに気づく心が育ってきます。 
三つめは，掃除を続けていたらやさしい心が育ち

ます。汚れているところや散らかっているところを掃
除するのですから，嫌なこともあります。辛いことも
あります。それを辛抱して掃除をするのですから，他
の人に対してやさしい心が育ちます。 
四つめは，汚れている所や散らかっているところを

綺麗にしますから，終わったあとはどうでしょう。頑
張ってよかった。綺麗になって気持ちがいいなあ。汚
さないでほしいなあという気持ちになります。さらに，
きれいに掃除がされていたり，美しい風景をみたりす
ると，いいなぁと思います。つまり感動する心が育っ  

てきます。 
 「掃除をすれば四つの心が育つ」 
その心は，自分では気づきません。し
かし，他の人から見れば分かります。 
「心は自分で育んでいくもの」です。 
 姿や顔などは，ある程度お父さんや
お母さんからの遺伝というもので決められています
が，心は自分で育んでいくものだと思います。 
休みに入ったら掃除をして，家や部屋をきれいにし

て，心や気持ちも整理して新しい年を迎えましょう。
年末がチャンスです。 
さて中学３年生の皆さん 

いよいよ入試も近くなってきました。 
 「あとで，ああしとけばよかった」と後悔するような
冬休みにはしないでください。人に与えられる時間は，
みんな平等です。どう生かすかはあなた次第です。 
自分自身に「いま，頑張らなくていつ頑張る」自分

が弱気になった時，自分を励ましてください。 
入試は，１点でも多くとらなくてはなりません。 

自分の目標に向かって頑張ってほしいと思います。 
最後になりましたが，年末年始に事件・

事故に遭わないように，新型コロナウイル
ス感染症防止についても，先生方の注意
をよく聞いて，実行して，３学期に元気な 

顔を見せてください。 
  
2 何も咲かない寒い日は,下へ下へと根
を伸ばせ！やがて大きな花が咲く！ 
この言葉は，シドニーオリンピック

(２０００年)マラソン競技で金メダルを
取った高橋尚子選手の座右の銘で
す。高橋さんは，高校時代までは全く
の無名選手（都道府県対抗女子駅伝，岐阜県代
表，区間４５位/４７チーム中）で，よい結果を出せ
ずに大変苦しんでいたそうです。そんな時に，当
時通っていた岐阜商業高校陸上部監督の先生
(中澤正仁氏)から贈られた言葉です。 
“努力してもなかなか結果が出ないとイ

ライラしたり落ち込んだり，時には途中で
諦めてしまうこともあったりするかもしれ
ない。しかし，そんな時こそ，今，自分は大
きく根を張る時だと考え，諦めたり投げ
出したりせず，自分を信じてコツコツと努
力を重ねて実力をつけていくときだ。大
きな根を張れば，いつかきっと大きな花
を咲かせることができるはず。” こんな
気持ちが込められていたようです。 
３年生の中には，入試に向けて努力している

にもかかわらず，なかなか結果が出ずに焦った
り，心配になったりしている人もいるかもしれま
せん。1･2 年生も勉強や部活動など何かにつけ，
そんな時があると思います。そんな時は，この言
葉を思い出し，大きな花を咲かせるために，下へ
下へと大きな根を伸ばし続けてください。 

                 

                    給食部 書記 

                結城 亜美さん 

厳木中教育目標 

「主体的，協働的に取り組む生徒の育成」 

文責：校長 古舘洋治 
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